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(1) 
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(2) 

下記のいずれかである。 

i) A対 B で Aが勝つ→ A対C でC が勝つ→ B 対C で B が勝つ→ A対 B で優勝が決まる 

ii) A対 B で B が勝つ→ B 対C でC が勝つ→ A対C で Aが勝つ→ A対 B で優勝が決まる 
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(3) 

Aは 2回目で優勝するか 4回目で優勝するかのいずれかであり、 Aの優勝確率 AP は 
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対称性から、 B の優勝確率 BP も同じ。 

C は 2回目と 3回目で連勝するしかないから、C の優勝確率 CP は 
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CBA PPP  となるには 22 )1(
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